
先進的な内部監査の実務は
高度な生成AIソリューションとともに
加速している
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現在、多くの内部監査チームは、日常業務
での利用が承認された生成AIツールを組織
内で活用できる環境にあります。しかし、
先見性のある最高監査責任者（CAE）は、
標準的なソリューションの枠を超えた取組
みを進めています。こうしたリーダーが目
指しているのは、このテクノロジーの持つ
革新的な可能性を深く理解したうえで、個
人の生産性向上にとどまらず、組織に変革
と大きな成果をもたらすことです。本ホワ
イトペーパーでは、先進的なプロフェッ
ショナルが高い目標を達成するために実践
している手法を紹介します。
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生成AIは
テクノロジー活用戦略の
一要素にすぎない

適切な目標設定が不可欠

生成AIへの期待はますます高まっています。そのような状況下で
は、この強力なテクノロジーをあらゆる課題を解決する｢万能ツー
ル｣と捉えたくなるかもしれません。しかし、先進的な内部監査人
は、生成AIを数あるツールの1つとして位置付けており、アナリ
ティクス、自動化・ワークフローツール、監査管理ソリューション
などと組み合わせることで、内部監査の目標達成に活用するものだ
と考えています。本書では生成AIに焦点を当てていますが、内部監
査戦略においては、これらすべてのテクノロジーが果たす役割を総
合的な視点で捉えることがきわめて重要です。

あらゆるテクノロジー活用プログラムにおいて、最も重要な要素としてまず挙げられるのは、目標
とする成果を明確に定めることです。生成AIの活用においても、この点は例外ではありません。
内部監査部門では、｢監査の○％でアナリティクスを活用する｣といった指標を目標として設定した
り、｢より高度な監査報告書を作成する｣といった曖昧な目標を掲げたりするケースが見受けられま
す。このようなアプローチでは十分な成果が得られず、チームの不満につながります。監査責任者
は、目標とする成果には優先順位をつける必要があり、そのためにはトレードオフが不可欠である
ことを理解しなければなりません。アナリティクスを活用することで、ビジネスリスクの全体像を
より把握しやすくなりますが、導入には多くの時間とコストを要します。自動化は作業時間を短縮
できますが、開発や保守に多額のコストがかかる場合があります。内部監査部門は、自組織の環境
を踏まえ、時間・スコープ・コストという3つの制約のなかで、自らの位置付けを判断しなければ
なりません。曖昧さは平凡な結果しか生まないため、目標とする成果は明確に定める必要がありま
す。先見性のあるCAEは、最大の効果を生み出すために戦略的なトレードオフを行います。
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プロンプトエンジニアリングは出発点
生成AIの回答の有用性を高めるために、最初に取り組むべきことはプロンプトエンジニアリングで
す。プロンプトエンジニアリングとは、目的に応じたプロンプトを作成し、モデルからの回答品質
を高める手法です。多くのユーザーは、生成AIを使い始めた早い段階でその基礎を習得します。し
かし、より高度な活用には専門的な知識やスキルが求められ、追加のトレーニングや学習が必要と
なる場合があります。以下では、代表的なプロンプトエンジニアリングの手法を紹介します。

Verbose prompting（詳細なプロンプト）は、より
有用な回答を得るために、プロンプトに詳細なコン
テキストを含める手法です。

代表的な要素の例：

Few-shot learning（フューショット学習）とは、プ
ロンプトのなかに具体例をいくつか含める手法です。
これにより、生成AIアプリケーションは、ユーザーが
提供した具体例に沿って回答できるようになります。
また、この手法は詳細なプロンプトと組み合わせるこ
とで、回答精度のさらなる向上が可能です。たとえ
ば、ユーザーは上記のプロンプトに、過去の監査で使
用した資料提出依頼メールを具体例として追加する
ことができます。こうした例は、生成AIモデルの機能
に応じて、プロンプト内のテキストとして含める場合
もあれば、プロンプトの一部としてファイルをアッ
プロードする場合もあります。

Persona-based prompting（ペルソナベースのプロン
プト）は、生成AIアプリケーションに専門的な役割を
担わせ、特定の視点から回答を得るための手法です。
このプロンプトには、設定するペルソナ、そのペルソ
ナが重視する質問事項、考慮する業界フレームワーク
などを記述します。内部監査人は、プロンプトによっ
てペルソナを設定したうえで生成AIとの対話を開始
し、そのペルソナに基づいて文書の修正案の提示など
を求めることができます。こうした異なる視点を組み
合わせることで、ステークホルダーの関心事項やニー
ズを踏まえた回答を得られるようになります。例とし
て、以下が挙げられます。

•「CEO（最高経営責任者）」：
組織および戦略への影響に焦点を当てる

•「CFO（最高財務責任者）」：
予算への影響や、US GAAP（米国会計基準）
への準拠性を重視する

•「CISO（最高情報セキュリティ責任者）」：
NIST（米国国立標準技術研究所）
サイバーセキュリティフレームワークの
観点から影響を検討する

•「エディター」：
文法、トーン、構成の改善に向けた
文章表現の修正を提案する
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• 役割：「大手製造業の内部監査人として…」
• 背景：「…給与プロセスの監査を準備しており…」

• タスク：「…コントロールオーナーに
 以下の資料提出を依頼するメールを
 作成してください」

• 追加情報：「…10営業日以内に
   audit@company.com 宛に提出」

• トーン：「簡潔でプロフェッショナルな英語」
• 制約：「500語以内」
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遂行するタスクに応じて、他にもさまざまな手法が
あります。｢Chain of Thought（思考の連鎖）｣
プロンプトは、プロンプトに中間的な思考・推論
ステップを組み込むことで、人間のような推論を必
要とするタスクにおいてモデルからの回答の品質を
向上させる手法です。｢Tree of Thoughts（思考の
木）｣プロンプトは、複数の回答候補をモデル自身
に評価させることで、推論を伴うタスクの品質を高
めます。また、｢Chain of Density（密度の連鎖）｣プ
ロンプトは、大量の情報を簡潔で読みやすい文章に
要約する際に有効です。これらをはじめとする多く
の手法は、内部監査業務においても有用であり、高
度なプロンプト手法について調査・検証を行い、積
極的に活用することを推奨します。

プロンプトライブラリーで
高度なプロンプトを手軽に活用
利用可能なプロンプト手法が増えるなか、先進的な内
部監査部門では、プロンプトライブラリーの整備が進
められています。プロンプトライブラリーとは、内部
監査チームメンバー全員が利用できるプロンプトを集
約したリポジトリです。このアプローチには多くの利
点があります。内部監査人が頻繁に行うタスクごとに
プロンプトを設計（エンジニアリング）する時間を削
減できるほか、より質が高く、一貫性のある結果を得
るための｢ベストプラクティス｣を共有する基盤として
も機能します。生成AIを効果的に活用するうえでの大
きな課題の1つは、ユーザーの発想力に限界があるこ
とです。プロンプトライブラリーがあれば、内部監査
人が通常であれば馴染みがなく、支援なしでは活用が
難しい高度なプロンプト手法も利用できるようになり
ます。また、作業の実行に主眼を置いたマインドセッ
トから、変革を志向するマインドセットへの移行を促
すことにもつながります。

プロンプトライブラリーに追加するプロンプトは、
生成AIを活用して監査業務を円滑に実施した内部監査
チームメンバーから収集されます。これらのプロンプ
トは多くの場合、ライブラリーに登録される前に、経
験豊富なプロンプトエンジニアの支援を受けてブラッ
シュアップされます。プロンプトライブラリーには、
各プロンプトの機能を説明するドキュメントが用意さ
れており、キーワード、監査フェーズ、その他の関連
情報を用いることで、ライブラリーが大規模になって
も検索しやすいよう工夫されています。プロンプトラ
イブラリーの形式は内部監査部門によってさまざま
で、シンプルなスプレッドシートから、対話型のダッ
シュボードやアプリケーションまで多岐にわたりま
す。プロンプトライブラリーをレシピカード形式で作
成している例もあります。
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高度なプロンプト
エンジニアリングによる
円滑なユーザー体験の実現
プロンプトがますます高度化するなか、先進的な内部監査チーム
では、ユーザーがプロンプトを直接入力（または貼り付け）する
運用から脱却し始めています。内部監査人が頻繁に実施するタス
クについては、生成AIアプリケーションのフロントエンドとして
機能するアプレット（他のソフトウェアに組み込まれ動作する小
規模なアプリケーションソフト）を構築できます。このような場
合、ユーザーはチェックボックス、ドロップダウンメニュー、
自由記述欄などから構成されるフォームに必要事項を入力します。
フォームに入力された情報や添付ファイルは、アプレットによっ
てバックグラウンドで処理されます。その後、事前に定義された
テンプレートを用いて生成されたプロンプトが、自動的に生成AI
アプリケーションに送信されます。テンプレートには、プロンプ
ト作成時に使用するスタイルガイドや方法論に関する情報、ガー
ドレールなど、回答品質を向上させるための情報を追加すること
が可能です。

アプレットを内部監査人に提供することで、トレーニングの必要
性を減らしながら、高度なプロンプトエンジニアリングを円滑で
一貫性のあるユーザー体験として組み込むことができます。アプ
レットは、多くの組織がすでに利用している一般的な技術を用い
て構築可能です。開発やシステム連携に関する一定の知識やスキ
ルは必要となるものの、多額の開発コストがかかるケースは多く
ありません。

アプレットの具体例としては、文書のスタイルやトーンの詳細な
レビュー、大量の文書や文書群からの情報抽出、会議メモの要
約・文書化、外国語翻訳などを行うものがあります。また、事前
に定義された質問に対する回答を内部監査人が音声で入力できる
音声入力インターフェースを活用した事例もあります。音声で入
力された内容はテキストに変換された後、自動的にプロンプトと
して組み込まれ、生成AIが回答を生成するために利用されます。
このような機能は、ツールの対話性の向上に伴い、今後ますます
一般的になるでしょう。
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エンベディングにより、事実に基づく
回答を強化し、組織固有の情報を追加

RAGソリューションが
監査業務のさらなる自動化への道を開く

プロンプトエンジニアリングは、生成AIから目的に
沿った回答を得るうえで重要ですが、この手法だけで
は限界があります。その最大の理由は、生成AIアプリ
ケーションが通常、組織内部の情報にアクセスできな
いためです。特定の人物名や場所、製品名、自社の業
務プロセスに関する文書、社内データへのアクセス
は、プロンプトエンジニアリングだけでは実現できま
せん。組織固有の情報へアクセスするためには、エン
ベディングを利用する必要があります。

エンベディングは、プロンプトに関連する組織固有の情
報を特定する役割を果たし、生成AIアプリケーションに
とってのナレッジリポジトリとして機能します。

このナレッジリポジトリは、方法論やシステム文書、
規程といった単一の文書のほか、購買契約書や過去の
内部監査報告書のような文書群、またはデータベース
や画像のコレクションの場合もあります。ナレッジリ
ポジトリ内のデータの種類にかかわらず、エンベディ
ングは同様の仕組みで機能します。生成AIアプリケー
ション内の言語モデルは、ナレッジリポジトリから取
得した事実情報を基に、回答に必要な文章や推論を生
成します。エンベディングと組み合わせて最も一般的
に 利 用 さ れ る 手 法 が 、 Retrieval Augmented
Generation（RAG：検索拡張生成）です。

RAGソリューションは、生成AIの有用性を大幅に高め
ます。RAGにおける｢Retrieval（検索）｣の部分では、
エンベディングを利用して、ユーザーのプロンプトに
関連する情報を検索します。検索された情報は生成AI
に渡され、ユーザーの要件に対して、より的確な回答
を生成するために利用されます。生成AIは膨大な量の
テキスト情報を取り込み、その情報を意味に基づいて
解析できるため、内部監査人が日常的に行っている

さまざまなタスク、特に多くの内部統制テストで行わ
れる｢詳細に見比べる（stare and compare）｣作業を
実行できるようになります。そのため、｢2つの数値が
一致しているか｣、｢取引Xは取引Yより前に実行されて
いるか｣といった確認作業も、RAGソリューションを
活用することで大規模に実施できます。
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ナレッジ
アシスタントの
台頭

プロンプトエンジニア
リングとエンベディング
の組合せが大きな成果を
生み出す

パラメータ調整により、
専門的な分野での
回答品質を向上

RAGソリューションにより、ナレッジアシ
スタントの構築も可能になります。ナレッジ
アシスタントとは、特定分野に関するデータ
や情報にアクセスできるチャットボットで
す。たとえば、先進的な内部監査チームで
は、自社の内部監査方法論へのアクセスを容
易にするためのナレッジアシスタントを構築
しています。この場合、内部監査人は、サン
プルサイズやテスト手法について疑問を持っ
た際、自ら情報を探したり、他の担当者から
の回答を待ったりすることなく、チャット
ボットとの対話を通じて必要な情報を得るこ
とができます。もちろん、すべての事例がこ
れほど単純というわけではありません。デー
タ分析アシスタント、規制対応アシスタン
ト、業務プロセスアシスタントといった機能
も、先見性のある内部監査チームやベンダー
によって、すでに導入されている、あるいは
開発が進められています。

ナレッジアシスタントを実現する基盤技術は
高度なものですが、エンドユーザーがナレッ
ジアシスタントを作成するために必要な労力
はわずかです。生成AIアプリケーションは、
コンピュータやコラボレーションサイト上の
フォルダに格納された文書を、任意の組合せ
で使用するよう設定できます。たとえば、
KPMG LLPでは、内部監査に関するすべての
文書をコラボレーションサイトに保存し、対
話型の生成AIインターフェースを介してそれ
らの文書を利用することが可能です。この仕
組みにより、利用可能な情報が存在する限
り、チームメンバーはあらゆるテーマについ
てナレッジアシスタントを作成できるように
なります。

過去1年間に先進的な内部監査チームで生み出された
特に有効な活用事例のいくつかは、プロンプトエンジ
ニアリングとRAG機能を組み合わせたものです。その
代表例の1つとして、監査所見作成ツールが挙げられ
ます。この仕組みの基本的な考え方は、詳細なプロン
プトを用いて、監査調書、過去の監査所見、方法論に
関する文書などを参照しながら、内部監査チームが求
める文体に沿った事実に基づく監査所見を生成すると
いうものです。先進的な内部監査チームは、監査所見
作成ツールにとどまらず、将来的には監査報告書全体
を作成できる機能の実現を目指しています。これは大
きな前進であり、現在の技術水準において、この目標
の達成を阻む大きな障壁はありません。

生成AIアプリケーションの中核技術である大規模言語
モデル（LLM）は、どの単語をどの順序で使用するか
を決定するために、重み付けされた複雑な確率計算を
行っています。これらの重みは、多くのLLMにおいて
調整することが可能です。その方法はいくつかありま
すが、最も一般的なものはファインチューニングと呼
ばれる手法です。モデルの重みを調整すると、言語表
現が変化します。

© 2026 KPMG Consulting Co., Ltd., a company established under the Japan Companies Act and a member firm of the KPMG 
global organization of independent member firms affiliated with KPMG International Limited, a private English company 
limited by guarantee. All rights reserved.

乗り遅れるか、8
先頭を走るか



小規模言語モデルは、
今後の内部監査に
おいて重要な役割を
果たす可能性がある

AIの未来はすでに
始まっている

現在、LLMが大きな注目を集めていますが、小規
模言語モデル（SLM）も内部監査チームに大きな
価値をもたらす可能性があります。SLMは、LLM
のような汎用的で幅広い能力は備えていませんが、
多くの利点を有しています。学習や導入にかかるコ
ストを大幅に抑えられるほか、特定の分野やタスク
向けに比較的容易にファインチューニングすること
が可能です。また、利用するうえで負担が少なく、
セキュリティ面でも優れていると考えられます。
SLMの学習は、生成AI活用において必ずしも取り
入れる必要はありませんが、このような可能性は、
先進的な内部監査リーダーであれば念頭に置いてお
く価値があります。

より効果的かつ効率的な監査業務の実現に向けて、
本ホワイトペーパーで紹介した手法は先進的なCAE
とそのチームによって実践されています。彼らは生
成AIを活用して、統制マトリクスと業界フレーム
ワークとの比較、監査プログラムや業務プロセス記
述書の作成、内部統制テスト、監査所見の作成など
を行っています。内部監査部門が、生成AIを通じた
価値創出にまだ取り組んでいないのであれば、今こ
そ着手すべき時です。

生成AIは、あらゆる主要なテクノロジープラット
フォームに組み込まれつつあります。また、LLM
を活用したアプリケーションは、急速にビジネス
価値を創出しています。内部監査リーダーには、
経営層からの信頼を維持し、内部監査を取り巻く
課題に対応するとともに、人材を獲得し定着を図
るために、これらの技術を積極的に取り入れるこ
とが求められます。

学術分野では、モデルのパラメータを調整してシェ
イクスピア風の文体で応答させることが、典型的な
ファインチューニングの例として知られています。
このような調整は、回答に含まれる事実そのものに
大きな影響を与えるものではなく、そうした事実の
表現の仕方を変えるにすぎません。

一部の業界や専門分野では、明確さや信頼性を担保
するうえで専門用語が重要です。技術的な事象を日
常的な言葉で説明する生成AIソリューションでは、
大幅な修正が必要となります。たとえば、内部監査
の分野においては、｢重要な不備（ significant
deficiency）｣や｢重大な欠陥（material weakness）｣
といった用語には特定の意味があり、単なる類義語
ではそのニュアンスを適切に表現することができま
せん。

現在、多くの内部監査チームはLLMのファイン
チューニングに取り組んでいません。その主な理
由は、高度なプロンプトエンジニアリングやエン
ベディングの方が、短期的には低コストで高い効
果を得やすいためです。ただし、 Retrieval
Augmented Fine Tuning（RAFT：検索拡張ファ
インチューニング）のような新しい手法により、
このようなソリューションに必要なコストや専門
知識などの条件が緩和される可能性があります。
将来的には、高度なプロンプトエンジニアリン
グ、エンベディング、そしてパラメータ調整を組
み合わせた生成AIソリューションが、内部監査業
務において最も有用かつ大きな効果を発揮すると
考えられます。
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生成AIリスクに関する
留意事項

すべての生成AIモデルおよびアプ
リケーションには、セキュリティ、
正確性、安全性、完全性などに関
する固有のリスクがあります。
これらのリスクは、契約、設定、
トレーニング、その他の内部統制
といった適切な対策を講じること
で、効果的に管理することができ
ます。KPMGのTrusted AIフレーム
ワークでは、生成AIのリスクとそ
の管理アプローチについて、より
包括的な考え方を示しています。
これらのリスクを理解するうえで、
KPMGのTrusted AIに関する資料は
内部監査チームにとって有用です。

本ホワイトペーパーでは、本書で
紹介した考え方を導入するにあた
り、各組織の生成AIガバナンス方
針に従って適切な予防措置が講じ
られることを前提としています。

KPMGによる支援
KPMGは、Source社が実施した｢Perceptions of Consulting in
the US in 2024｣の年次調査において、AIに関するアドバイスおよび
導入支援サービスの品質面でトッププロバイダーとして評価されま
した。また、Microsoft社より2024年の｢Supplier of the Year｣にも
選出されています。さらにKPMGでは、生成AI技術の導入を加速す
るため、Google Cloud Center of Excellenceを設立しました。
KPMGは、内部監査における生成AI活用を支援するリーディング
パートナーとして、内部監査チーム向けに、以下のサービスを提供
しています。

内部監査または内部統制チーム向け生成AI／テクノロジー活用戦略：
より高度にテクノロジーを活用できる内部監査部門の実現に向け
て、明確な目標設定と達成までのロードマップ策定を支援します。
また、この取組みに必要な投資に関するビジネスケースの作成も
支援します。
生成AIユースケース開発：
生成AI戦略を最大限に活用できるよう、生成AIツール、プロンプト
ライブラリー、その他必要な活用基盤の開発を支援します。
生成AIを活用した監査：
生成AIの機能と、KPMGのグローバルな専門家ネットワークを活用
した監査を実施します。
AIガバナンス監査：
AIガバナンス体制に対する監査を実施します。

AI活用の成熟度にかかわらず、15,000人を超えるKPMGのリスク領
域専門家が、豊富な経験と実務で培われたアプローチ、先進的な
ソリューションを各組織の状況に合わせて提供し、生成AIを安心
して活用できるよう支援します。
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